
第２学年算数科学習指導案 
日時   平成２７年１０月 ９日（金）６校時 
授業者  赤坂昌昭 
学習者  矢沢小学校  ２年 １組  ２７名 

１ 単元名 かけ算（１） 
「新しい計算を考えよう」 

（東京書籍「新しい算数２年下」） 
２ 単元について 
（１）学習者観 
   学習者はレディネステストの結果から，「１つ分の

数」の意味は理解していることが分かった。５とび，

２とびの数の系列の問題では，５名に誤答があった。 
   未習の内容については，１０名の児童が乗法の場

面をかけ算の式に表すことができた。しかし、式の

考え方については，ほとんど理解できていない。 
   自分の考えを伝え合う場面では、言葉や式、図な

どを使いながら自分の考えを伝えられるようになっ

てきているが、自分の考えと似ているところや違う

ところに気付き、それを説明する力はまだ不足して

いる。 
（２）教材観 
   本単元は、学習指導要領「A 数と計算」（３）「乗

法の意味について理解し，それを用いることができ

るようにする。」，「D 数量関係」（２）「乗法が用い

られる場面を式に表したり，式を読み取ったりする

ことができるようにする。」を受け，乗法の意味を理

解し，５・２・３・４の段を構成し、習熟を図って

いくことをねらいとしている。乗法の意味理解では，

具体的な場面から「同じ大きさの数量」をひとまと

まりの単位としてとらえられるようにし，「～のいく

つ分」として全体の数量を認識できるようにする。 
   そして、「１つ分の数」×「いくつ分」＝「ぜんぶ

の数」として乗法を意味づける。５の段・２の段で

は同数累加，３の段・４の段では１つ前の積に被乗

数分たす方法によって九九を構成していく。      

「新しい計算を考えよう」は，絵や写真，具体的場

面を通して，学習者に乗法のよさを気付かせること

ができ，乗法九九を生活や学習の場面でも活用する

ことに適した教材であるといえる。 
（３）指導にあたって 
   本単元の指導にあたっては，かけ算が用いられる

具体的な場面を設定し，アレイ図，おはじき，図で

表現する活動を大切にし，「１つ分の数」の「いくつ

分」という乗法の意味理解を深めさせたい。児童自

らが九九を作り出すことを大切にし，次単元の学習

に生かせるように指導していきたい。また，」九九を

覚えていくと計算が速くて便利であるという利便性

にも気づかせていきたい。 
   伝え合う活動については，グループやペアで自分

の考えを伝え合う場面を設定し，自分で考えた式や

図について，「１つ分」，「いくつ分」，「～の～倍」と

いう表現を用いて説明をさせていきたい。 
 

３ 指導計画案（及び評価計画） ＊全２５時間（太枠は本時） 
到達目標【関心・意欲・態度】 乗法のよさに気づき，ものの全体の個数をとらえるときに乗法を用いようとする。 
   【数学的な考え方】 累加の考えや乗数と積の関係などをもとに，乗法九九の構成を考え表現することができる。 
   【数量や図形についての技能】 乗法が用いられる場面を絵や図，言葉，式に表すことができる。 
                   乗法の九九（５，２，３，４の段）を構成し、確実に唱えることができる。 
   【数量や図形についての知識・理解】 乗法が用いられる場合や乗法九九について知り，乗法の意味について理解する。 
                     乗法に関して成り立つ性質（乗数が１ずつ増えるときの積の増え方や交換法則）を理解する。 

時 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧  ⑨ 

目
標 

全体の大きさを「１つ分の数」が「いくつ分」

かでとらえられるようになる。 
「１つ分の数」と「いくつ分」の関係の場合に

乗法が用いられることを知り，乗法の意味を理

解する。 

乗法の場面をおはじ

きや式で表す活動を

通して，乗法の意味の

理解を確実にする。 

乗法の答えは被乗数

を乗数の数だけ累加

して求めることを理

解する。 

倍の意味を知り，ある

量の何倍かにあたる

量を求めるときも乗

法を用いることを理

解する。 

身の回りから，乗法で

全体の個数を求めら

れる場面を見出して，

簡潔に表現できるこ

とのよさを実感する。 

学習内容を適用して

問題を解決する。 

課
題 

のりものにのっている人数をしらべるにはど

のようにしたらいいのかな。 
れっ車にのっている

人数を式であらわす

には，どうしたらいい

のかな。 

どんなかけ算の式に

なるのかな。 
おはじきでかけ算の

しきをあらわすとど

うなるのかな。 

かけ算のこたえをも

とめるには，どんなほ

うほうがあるのかな。 

かけ算の式をばいで

あらわすには，どうし

たらいいのかな。 

どのようなとき，かけ

算の式であらわせる

のかな。 

かけ算名人になれる

かな。 

単
位
時
間
ご
と
の
学
習
活
動 

１ 絵を見て，新しい

計算への興味・関

心を高める。 
２ 課題を把握する。 
３ 人数を調べる。 
４ 調べ方を説明す

る。 
５ 気づいたことを

まとめる。 
６ 学びを振り返る。 

１ 問題を確認する。 
２ 課題を把握する。 
３ 人数を調べる。 
４ 数量を「１つ分の

数」の「いくつ分」

ととらえ説明す

る。 
５ 人数の表し方を

まとめる。 
６ 学びを振り返る。 

１ 前時を想起する。 
２ 問題を確認する。 
３ 課題を把握する。 
４ 計算や図で人数

を求める。 
５ 考え方を説明す

る。 
６ 用語「かけ算」記

号「×」を知る。 
７ かけ算の式につ

いてまとめる。 
８ 学びを振り返る。 

１ 前時を想起する。 
２ 問題を確認する。 
３ 課題を把握する。 
４ 絵や写真を見て，

かけ算の式に表

す。 
５ 式について「１つ

分の数」「いくつ

分」「全部の数」

を説明する。 
６ 学びを振り返る。 

１ 前時を想起する。 
２ 問題を確認する。 
３ 課題を把握する。 
４ 自分で考えた式

をおはじきで表

す。 
５ 考え方を発表し

合う。 
６ かけ算の式を言

葉や図をつかい

まとめる。 
７ 学びを振り返る。 

１ 問題を確認する。 
２ 課題を把握する。 
３ ６×４の答えの

求め方を図や計

算で表す。 
４ 考え方を説明す

る。 
５ かけ算の答えは、

たし算で求めら

れることをまと

める。 
６ 適用問題を解く。 
７ 学びを振り返る。 

１ 問題を確認する。 
２ 用語「倍」の表し

方知る。 
３ 課題を把握する 
４ テープの長さを

倍を使って表す。 
５ 考え方を説明す

る。 
６ 倍の意味をまと

める。 
７適用問題を解く。 
８学びを振り返る。 

１ 問題を確認する。 
２ 課題を把握する。 
３ 校内の写真から

乗法が用いられ

る場面を探し、式

に表す。 
４ 表した式を説明

する。 
５ 校内には，かけ算

の場面があるこ

と、かけ算の式で

表すよさについ

てまとめる。 
６ 学びを振り返る。 

１ 問題を確認する 
２ 課題を把握する 
３ 適用問題を解く。 
４ 答え合わせをす

る。 
５ 学びを振り返る。 

伝
え
合
う
活
動 

乗り方について気が

付いたことを確かめ

るために，伝え合う。 
（ペア） 

乗り物に何人ずつ、何

台分乗っているか考

えるために，伝え合

う。（ペア） 

れっ車の人数を計算

（たし算）や図で求め

考え方を確かめるた

めに，伝え合う。（ペ

ア） 

式が「１つ分の数」「い

くつ分」「全部の数」

になっているか確か

めるために，伝え合

う。（ペア） 

自分で考えたおはじ

きの並べ方を説明す

るために，伝え合う。 
（ペア） 

自分で考えた６×４

の答えの求め方を説

明するために，伝え合

う。（ペア） 

「倍」が表しているこ

とは何かを考えるた

めに，伝え合う。（ペ

ア） 

かけ算の式が、写真の

通りの式になってい

るか確かめるために，

伝え合う。（ペア） 

問題の答えを確かめ

るために，伝え合う。 
（全体） 

評
価
規
準 

【関・意・態】 
ものの全体の個数を，

「１つ分の数」の「い

くつ分」ととらえると

よいことに気付き，教

えようとしている。 
 

 
 
【考え方】 
数量を「１つ分の数」

の「いくつ分」ととら

え、説明している。 

  
 
 
 
【技能】 
具体物のまとまりに

着目して，乗法の式に

表すことができる。 

  
 

 
 
 
 
【知・理】 
乗法は，１つの分の大

きさが決まっている

時，そのいくつ分かに

あたる大きさを求め

る場合に用いられる

ことを理解している。 

 
 
 
 
【技能】 
乗法が用いられる場

面をおはじきや式で

表すことができる。 

 
 
 
 
 
 
【知・理】 
乗法の答えは，被乗数

を乗数の数だけ累加

して求められること

を理解している。 

 
 
 
 
 
 
【知・理】 
倍の意味を知り，ある

量の何倍かにあたる

量を求める時も乗法

を用いることを理解

している。 

 
 
【考え方】 
身の回りから，乗法が

用いられる場面を見

出し、言葉や式で説明

している。 

 
 
 
 
【技能】 
学習内容を適用して，

問題を解決すること

ができる。 

 
 



時 ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳    ○21  

目
標 

５の段の九九の構成

の仕方を理解する。 

５の段の九九を確実に唱え，適用することがで

きる。 

２の段の九九の構成

の仕方を理解する。 

２の段の九九を確実に唱え，適用することがで

きる。 

３の段の九九の構成

の仕方を理解する。 

３の段の九九を確実に唱え，適用することがで

きる。 

４の段の九九の構成

の仕方を理解する。 

４の段の九九を確実に唱え，適用することがで

きる。 

課
題 

５こずつ入っている

おかしは，どのよう

にふえるのかな。 

５のだんの九九のひ

みつはなにかな。 

５のだんの九九名人

になれたかな。 

２こずつ入っている

おすしは，どのように

ふえるのかな。 

２のだんの九九のひ

みつはなにかな。 

２のだんの九九名人

になれたかな。 

３のだんの九九は，ど

のようにふえるのか

な。 

３の段の九九のひみ

つはなにかな。 

３の段の九九名人に

なれたかな。 

４のだんの九九は，ど

のようにふえるのか

な。 

４の段の九九のひみ

つはなにかな。 

４の段の九九名人に

なれたかな。 

単
位
時
間
ご
と
の
学
習
活
動 

１ 問題を確認する 

２ 課題を把握する 

３ ５個ずつ入った

お菓子の数を１

～４箱分求め

る。 

４ ５箱の時の数を

求める 

５ 考え方を発表し

合う。 

６ ５の段の九九を

構成する 

７ ５の段の九九が

５ずつ増えてい

ることをまとめ

る。 

７ 学びを振り返

る。 

１ 前時を想起する。 

２ 問題を確認する。 

３ 課題を把握する。 

４ ５の段の九九表

の特徴を考える 

５ ５の段の答えで

気付いたことを

発表し合う。 

６ ５の段の数の並

び方の規則性を

まとめる。 

７ ５の段を唱える。 

  （表，アレイ図の

活用） 

８ ５の段を覚える 

（カードの活用） 

９ 学びを振り返る。 

１ 前時を想起する。 

２ 問題を確認する。 

３ 課題を把握する。 

４ 適用問題に取り

組む。 

５ ５の段の九九を

使う乗法の場面

の問題を作り，出

し合う。 

６ ５の段を覚える 

（カードの活用） 

７ 学びを振り返る。 

１ 問題を確認する。 

２ 課題を把握する。 

３ ２個ずつのった

すしの数を１～

５皿分求める。 

４ ６皿の時の数を

求める。 

５ 考え方を発表し

合う。 

６ ２の段の九九を

構成する。 

７ ２の段の九九が

２ずつ増えてい

ることをまとめ

る。 

８ 学びを振り返る。 

１ 前時を想起する。 

２ 問題を確認する。 

３ 課題を把握する。 

４ ２の段の九九表

の特徴を考える 

５ ２の段の答えで

気付いたことを

発表し合う。 

６ ２の段の数の並

び方の規則性を

まとめる。 

７ ２の段を唱える。 

  （表，アレイ図の

活用） 

８ ２の段を覚える 

（カードの活用） 

９ 学びを振り返 

１ 前時を想起する。 

２ 問題を確認する。 

３ 課題を把握する。 

４ 適用問題に取り

組む。 

５ ２の段の九九を

使う乗法の場面

の問題を作り，出

し合う。 

６ ２の段を覚える 

（カードの活用） 

７ 学びを振り返る。 

１ 問題を確認する。 

２ 課題を把握する。 

３ ３の段の九九を

３×４まで作る。 

４ ３×４答えを基

に，３×５の答え

を求める。 

５ 考え方を発表し

合う。 

６ ３の段の九九を

構成する。 

７ 「かけられる数」

と「かける数」を

知る。 

８ ３の段の九九の

構成の仕方につ

いてまとめる。 

７ 学びを振り返る。 

１ 前時を想起する。 

２ 問題を確認する。 

３ 課題を把握する。 

４ ３の段の九九表

の特徴を考える 

５ ３の段の答えで

気付いたことを

発表し合う。 

６ ３の段の九九で，

かける数が１増

えると，答えが３

増えることをま

とめる。 

７ ３の段を唱える。 

  （表，アレイ図の

活用） 

８ ３の段を覚える 

（カードの活用） 

９ 学びを振り返る 

１ 前時を想起する。 

２ 問題を確認する。 

３ 課題を把握する。 

４ 適用問題に取り

組む。 

５ ３の段の九九を

使う乗法の場面

の問題を作り，出

し合う。 

６ ３の段を覚える 

（カードの活用） 

７ 学びを振り返る。 

１ 問題を確認する 

２ 課題を把握する。 

３ ４の段の九九を

４×５まで作る。 

４ ４×５の答えを

基に，４×６の答

えを求める。 

５ 考え方を発表し

合う。 

６ ４の段の九九を

構成する。 

７ ４の段の九九の

構成の仕方につ

いてまとめる。 

８ 学びを振り返る。 

１ 前時を想起する。 

２ 問題を確認する。 

３ 課題を把握する。 

４ ４の段の九九表

の特徴を考える 

５ ４の段の答えで

気付いたことを

発表し合う。 

６ ４の段の九九で，

かける数が１増

えると，答えが４

増えることをま

とめる。 

４ ４の段を唱える。 

  （表，アレイ図の

活用） 

８ ４の段を覚える 

（カードの活用） 

９ 学びを振り返る 

１ 前時を想起する。 

２ 問題を確認する。 

３ 課題を把握する。 

４ 適用問題に取り

組む。 

５ ４の段の九九を

使う乗法の場面

の問題を作り，出

し合う。 

６ ４の段を覚える 

（カードの活用） 

７ 学びを振り返る。 

伝
え
合
う
活
動 

５×５の答えの求め

方を説明するため

に，伝え合う。（ペア）

５の段の九九がどの

ように増えているか

を確かめるために，

伝え合う。（全体） 

５の段の九九を見直

し，数の並びに目を向

けるために，伝え合

う。（ペア） 

友だちが作った問題

に式を作って答え，適

用する力を高めるた

めに伝え合う。（ペア） 

２×６の答えの求め

方を説明するために，

伝え合う。（ペア）  

２の段の九九がどの

ように増えているか

を確かめるために，伝

え合う。（全体） 

２の段の九九を見直

し，数の並びに目を向

けるために，伝え合

う。（ペア） 

友だちが作った問題

に式を作って答え，適

用する力を高めるた

めに伝え合う。（ペア） 

３×５の答えの求め

方を説明するために，

伝え合う。（ペア）  

３の段の九九がどの

ように増えているか

を確かめるために，伝

え合う。（全体） 

３の段の九九を見直

し，乗法の性質（乗数

が１増えると，積は被

乗数分だけ増える）を

確かめるために，伝え

合う。（全体） 

友だちが作った問題

に式を作って答え，適

用する力を高めるた

めに伝え合う。（ペア） 

４×６の答えの求め

方を説明するために，

伝え合う。（ペア）  

４の段の九九がどの

ように増えているか

を確かめるために，伝

え合う。（全体） 

４の段の九九を見直

し，乗法の性質（乗数

が１増えると，積は被

乗数分だけ増える）を

確かめるために，伝え

合う。（全体） 

友だちが作った問題

に式を作って答え，適

用する力を高めるた

めに伝え合う。（ペア） 

評
価
規
準 

 

 

 

 

【技能】 

５の段の九九を構成

することができる。 

 

         

 

 

 

【技能】 

５の段の九九を確実に唱えることができ，それ

を用いて問題を解決することができる。 

  

 

 

【考え方】 

５の段の九九の性質

を用いて，２の段の九

九の構成の仕方を考

え，説明している。 

【技能】 

２の段の九九を構成

することができる。 

 

 

 

 

【技能】 

２の段の九九を確実に唱えることができ，それ

を用いて問題を解決することができる。 

 

【考え方】 

乗法について成り立

つ性質を用いて，３の

段の九九の構成の仕

方を考え，説明してい

る。 

【技能】 

３の段の九九を構成

することができる。 

 

 

 

 

【技能】 

３の段の九九を確実に唱えることができ，それ

を用いて問題を解決することができる。 

 

【考え方】 

乗法について成り立

つ性質を用いて，４の

段の九九の構成の仕

方を考え，説明してい

る。 

【技能】 

４の段の九九を構成

することができる。         

 

 

 

 

【技能】 

４の段の九九を確実に唱えることができ，それ

を用いて問題を解決することができる。 

  



 

 

時 ○22  ○23  ○24  ○25  

目
標 

問題づくりによる，

式の読みや式に表現

することを通して，

５，２，３，４の段

の理解を深める。 

学習内容を適用して問題を解決する。 学習内容の定着を確

認し，理解を確実にす

る。 

課
題 

しきのいみは，同じ

かな。 

かけ算名人になれるかな。 かけ算名人になれる

かな。 

単
位
時
間
ご
と
の
学
習
活
動 

１ 問題を確認す

る。 

２ 課題を把握す

る。 

３ ２つの問題の式

と答えを考え

る。 

４ 考え方を説明す

る。 

５ 「１つ分」「いく

つ分」を考えて

式を作ることを

まとめる。 

６ 適用問題を解

く。 

７ 学びを振り返

る。 

１ 問題を確認する 

２ 課題を把握する 

３ 適用問題を解く。 

４ 答え合わせをす

る。 

５ 学びを振り返る。 

 

１ 問題を確認する 

２ 課題を把握する 

３ 適用問題を解く。 

４ 答え合わせをす

る。 

５ 学びを振り返る。 

 

１ 問題を確認する 

２ 課題を把握する 

３ 適用問題を解く。 

４ 答え合わせをす

る。 

５ 学びを振り返る。 

 

伝
え
合
う
活
動 

２×５と５×２の意

味の違いを確かめる

ために，図や言葉を

使って表現し，伝え

合う。（ペア） 

問題の答えを確かめるために，伝え合う。 

（全体） 

問題の答えを確かめ

るために，伝え合う。 

（全体） 

評
価
規
準 

 

 

【考え方】 

乗法の用いられる場

面をとらえ、言葉や

式で説明している。 

 

【知識・理解】 

被乗数，乗数の意味

を理解している。 

 

 

 

 

 

【技能】 

学習内容を適用して，問題解決をすることがで

きる。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

【知識・理解】 

基本的な学習内容を

身につけている。 



４ 本時の展開 
（１）本時の目標 
   身の回りから，乗法で全体の個数を求められる場面を見出し，簡潔に表現できることのよさを実感する。 

 
（２）本時の評価規準（学習者の姿） 
 
 
 
（３）本時の展開 

段階 学習活動（○主発問，・予想される学習者の反応） 指導上の留意点 

導
入
（
８
分
） 

１ 問題を確認する。 

 

 

２ 問題を読んで気付いたことを確認し，解決の見通しをもつ。 

 ○写真をみて，気付いたことはありますか？ 

・机が２つずつ並んでいる。・机は２×６になっている。 

３ 課題を把握する。 

 

 

 

１ 教科書の写真を掲示して，学習者の興味関

心を持たせる問題提示を行う。 

 

２ 気付いたことを伝え合う活動を通して，解

決すべき問題を見つけられるようにする。 

 

 

３ 問題把握の場面で気付いたことをもとに，

課題づくりを行う。 

展
開
（
３
２
分
） 

４ 教科書の写真の場面で乗法の立式方法を確かめ，課題解決の見通し

を持つ。 

○どうして２×６になっているのでしょう。 

・机は、２つずつ６列ならんでいるから 

５ 自分でかけ算の場面を表すときの記述の仕方を確認する。 

   

 

 

 

 

 

６ 黒板の写真の中からかけ算探しの活動をする。 

 ○黒板の写真の中からかけ算の式で表せるところ見つけよう。 

７ 見つけたかけ算をペアで伝え合う。 

 ○見つけたかけ算を説明しましょう。 

 ・かべの生活科カードは、かけ算であらわせます。 

  カードは３枚ずつ，９つ分あります。 

  ３枚の９倍です。 

  式は３×９で答えは２７まいです。 

８ 全体で確認し，課題についてまとめる。 

  ○かけ算に表せるのは，何がわかれば見つけることができますか。 

 

 

 

９ 適用問題を解く。 

 〇 この写真は，どんなかけ算の式で表せるかな。 

４～５  

かけ算の場面探しの見通しを持つことがで

きるように，写真が（１つ分の数）（いくつ

分）により，かけ算の式で表せることを確

認する。 

 

 

 

６ かけ算探しができない児童には，写真の中

から探させ、（１つ分の数）（いくつ分）を

確認する。 

  児童が取り上げそうな場面の写真を事前

に用意し黒板に掲示する。 

 

７ かけ算の場面を，言葉と式で表現し，ペア

で考えを伝え合う活動を行う。 

【本時評価場面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終
末
（
５
分
） 

10 教師のふり返りを聞く。 

○今日の学習をふり返ります。 

   

 

 

 

 

11 自分の学びをふり返る。 

  

 

８ 本時の学びの全体を教師がふり返る。 

 

 

 

 

 

 

９ 「ふり返りの視点」をもとに、自分の学び

をふり返る。 

 

おおむね満足できる姿  かけ算の式に表せる場面を学校の中から見つけ，それを言葉と式で説明している。 
努力を要する学習者への支援  教科書の発表の例文を確認し，ワークシートに記述させる。 

 つくえは，どんなならびかたをしているでしょうか。 

どのようなとき、かけ算の式であらわせるのかな？ 

今日は，学校の写真の中から，かけ算で表

せる場所を見つけ，それを言葉や式で説明し

ました。そして，かけ算に表せるのは，どん

なときかということをまとめましたね。 

○身の回りから，乗法で全体の個数を求めら

れる場面を見出し，言葉や式で説明してい

るか。 

（発表、ノート） 

つくえは，かけ算で表せます。 
２こずつ６つ分で１２こあります。 

 ２この６ばいです。 
しきは，２×６で答えは１２こです。 

 同じ数ずつまとまっていて，それがいくつ分かになっているとき

は，かけ算のしきであらわすことができる。 


